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北京2008オリンピック

第29回オリンピック大会

2001年7月23日北京が主催申請に成功

2008年8月8-24日の予定





世界にとっての意義
中国での初の五輪

東西文化交流促進

発展途上国初の五輪

発展途上国でもスポーツ交流に貢献



中国にとっての意義

政治的な効果

国際的地位の向上

国民の求心力の向上

スポーツ強化

経済的な効果

国のＧＤＰ伸び率を毎年0.3～0.4ポイント押し上げ

北京市のＧＤＰを毎年2～4ポイント押し上げ

観光産業収入は2000年の3倍の600億ドルへ



組織側ー北京の方針

科学技術重視

ヒューマンなグリーンな



会場建設プロジェクト

関連投資： 2800億元

地下鉄・高速道路・空港拡張 ９００億元

都市美化・緑化 ４５０億元

情報都市化 ３００億元

水道・発電所建設 １５０億元

環境保護対策 ７１３億元

スポーツ施設建設 １７０億元

オリンピック運営費 １１３億元

（１元＝14円 2004年10月現在）



スポーツ施設
競技施設： 37
その中
北京市内の競技施設： 32

新規建設するもの： 13
臨時施設： ７
その他：既存の施設を改築・拡張して利用する
予定 12

トレーニング施設： 59
パラリンピック用施設： 18







オリンピックグリーン
敷地面積は約1135ヘクタール

その内：森林公園は680ヘクタール

中心区は291ヘクタール

中心区の中に

スポーツ、文化、会議、商業施設

オリンピック村

を建設する







国家体育場（国立スタジアム ）

メイン会場

“鳥の巣”

スイスと中国が設計

計画建築面積： 14.5万平方メートル

会場の容量： ８万席

約5万トンの鋼材が使われる

総建築費： 34億元













国家水泳センター

競泳・飛び込み・シンクロナイズドスイミング・ウ
オーターポロの会場

“水立方”

中国とオーストラリア共同で設計

計画建築面積： 5万平方メートル

会場容量： 1.7万席

総建築費： 8.3億元









• 建設計画

– 2007年にすべて
完成する



活用された情報技術

会場建設関与者組織体系：

どのような組織が関与しているか

情報技術活用の側面：

どのような面で情報技術が活用され

ているか

典型的な例：

情報技術がどのように活用されてい

るか



29回オリンピック組織委員会 中央政府レベル

オリンピック会場建設委員会 北京市政府レベル

プロジェクト １ プロジェクト Ｎ プロジェクトレベル

設計者

ゼネコン

監理者

協力者

サブコンサブコンサブコンサブコン

協力者協力者

設計者

ゼネコン

監理者

協力者

サブコンサブコンサブコンサブコン

協力者協力者

···
···

契約関係

協力関係

指導関係

会場建設関与者組織体系



活用の側面

組織の側面

主な情報技術

既存ソフト

スケジュールマネジメント

コストマネジメント

···
モニタリングシステム

4D CAD
MIS
協調分散システム

···

情報技術活用の側面

技術

管理

組織内

組織間

技術

管理



主な情報技術

既存ソフト

スケジュールマネジメント

コストマネジメント

···
モニタリングシステム

4D CAD
MIS
協調分散システム

···

1. 会場建設モニタリング

システム

2. 多参与者協調分散

システム

3. 4D CAD施工管理シス

テム

典型的なシステム



会場建設モニタリングシステム

利用者

29回オリンピック組織委員会

オリンピック会場建設委員会

利用目的

オフィスあるいは会議室内で現場状況を把握できる

利用効果

現場に行くことなく、すべての現場の状況をリアルタ

イムで把握できる



By courtesy of Prof. Chen Dailin



By courtesy of Prof. Chen Dailin



By courtesy of Prof. Chen Dailin



By courtesy of Prof. Chen Dailin



会場建設モニタリングシステム構造図

コンコロール

センター

プロジェクト

現場 プロジェクト1 プロジェクト2 プロジェクトN

普通ユーザ1

普通ユーザN

管理者1

管理者2

By courtesy of Prof. Chen Dailin



モニタリング：
単一画面

By courtesy of Mr. Wang Dayong



モニタリング：
複数画面

By courtesy of Mr. Wang Dayong



多参与者協調分散システム

利用者 利用目的

建設現場多関与者間の協

調作業

利用効果

仕事効率を向上させ、コ

ストを削減；

ゼネコンのコントロール能

力を向上；

情報をリソースとして活用

プロジェクト １

設計者

ゼネコン

監理者

協力者

サブコンサブコンサブコンサブコン

協力者協力者



サーバ

オーナ

設計

ゼネコン

サブコン
サブコン

監理

書類管理 図面管理 画像管理

システム管理

業務ロジック

DBMS

プロジェクト
DB

ファイル管理

意思決定

多参与者協調分散システムePIMS+概念図



典型的なシナリオ

開始

終わり

書類提出

書類チェック

書類承認

書類管理



書類検索

開始

終わり

検索条件入力

検索

Docファイル変換

検索結果表示



台帳処理

開始

終わり

台帳設定

元書類提出

台帳表示

台帳自動生成



図面管理

開始

終わり

図面提出

図面一次配分

図面二次配分



開始

終わり

図面質疑提出

図面質疑応答

質疑応答書類生成

質疑応答記録配分

図面質疑応答



開始

終わり

図面を選択

質疑応答記録表示

施工協議表示

設計変更表示

図面処理表示



画像管理

開始

終わり

画像情報提出

画像情報チェック

画像情報承認



元になる書類を分析

連列条件を設定

説明変数と目的変数設定

選択条件を設定

テンプの種類を設定

分析テンプを選択

傾向分析

傾向分析設定

傾向分析



意思決定トリーテンプ設定

説明変数と予測変数設定

意思決定トリーモデル選択

説明変数入力で予測

意思決定支援

予測

意思決定トリーテンプ選択

モデル表示

意思決定トリーモデル更新

モデル更新



国家体育場

北京2008年オリンピック

メイン会場

8万席

建築面積25.8万平米

鳥の巣の形

ゼネコンとサブコン

北京城建集団

約100のサブコンが予想

される

システムの適用



382個の書類様式テンプ

約20000通りの書類

本システムとは別の情報管理システムにデータを転送
データ

統合

システムに集まったデータを基に、13の主題を決めた

パイルに関するデータを分析し、意思決定支援を検証

意思

決定

模擬使用：計8種類360通りの画像情報を導入

提出、チェックおよび承認等のプロセスを模擬

画像

管理

模擬使用：9の専門の1056通りの図面情報を導入

質疑応答、設計変更および施工協議等のプロセスを模擬

図面

管理

35個の関係者

193名のユーザ

書類

管理



4D CAD施工管理システム

利用者

利用目的

作業に先立ち、建設関係者間の協調作業

利用効果

作業進捗を直観的、精密にコンコロールする；

関係リソースを最適に配置する

ゼネコン

監理者
サブコンサブコンサブコンサブコン



3D モデル スケジュール

4D CAD

4D CAD施工管理システム概念図
By courtesy of Prof. Zhang Jianping



3Dモデルの導入

• AutoCAD
• IFCデータ

• Catia

By courtesy of Prof. Zhang Jianping



4Dモデルの生成

• 手動生成

• 自動生成

By courtesy of Prof. Zhang Jianping



4Dスケジュール管理

マルチプラ
ン管理

By courtesy of Prof. Zhang Jianping



4D施工シミュレーション

コンクリード構造コンクリード構造 鋼構造鋼構造

By courtesy of Prof. Zhang Jianping



4Dリソース管理



4D現場管理

現場資材
の配置

By courtesy of Prof. Zhang Jianping



コンクリード施工段階

鋼構造施工段階

By courtesy of Prof. Zhang Jianping



現場資材の
情報表示

By courtesy of Prof. Zhang Jianping



北京2008オリンピックについて概要を紹介した。

その会場建設の概要を説明した。

会場建設に活用された情報技術をまとめた。

3つの典型的なシステムを例として、情報技術活用

の利用者、利用目的、利用効果および典型的なシ
ナリオを示した。

まとめ



12th International Conferences on 
Computing in Civil and Building Engineering &
2008 International Conference on 
Information Technology in Construction

October 15-17, 2008
Beijing, China 
Beijing Friendship Hotel 

Email: icccbe_2008@tsinghua.edu.cn
Website: http://icccbe2008.civil.tsinghua.edu.cn

Organizer 

Abstract due Aug. 31, 2007
Full paper due Mar. 31, 2008



ご清聴

どうもありがとうございました


